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太陰暦3月15日東京の天気についで

吉 持 昭＊＊

　1．はしがき
　根本1）によれば，ヨーロッパでは，教会の祭典などの

日付けと関連して，かなり早くからある特定の日に毎年

同じ傾向の天気が現われるという，特異性（シンギユラ

リティー）に気付かれていたらしい．

　わが国でも，11月3日が「天長節」「明治節」およぴ

「文化の日」という，祝日に対応して，ここ100年近く

の間に雨の降りにくい日として知られてきた．殿村2）は

この日について，統計的にまた機構的に研究した．

　このシンギュラリティーは，組織だった観測が行われ

るようなってからも，わが国でもいろいろ報告があり，

研究が進められている．

　まず，高山3）は本洲中央部あたりには俗に「寒の戻

り」という現象があることを報告している．岡上・宇佐

美4）によると，熊谷の霜は，4月4日または5日には起

こりにくいことを示した．北5）は半旬日照の累年平均値

の年曲線をかくと，でこぼこの激しいものがあり，これ

は雲量や降水量が対応しており，西日本のみならず，朝

鮮の城津や，沖縄県の那覇なども同じ傾向が現われると

している．

　合田6）は，年末・年始のころの悪天気と，6月5日ご

ろのものについて研究し，小河原・山崎7）は統計的に有

意なものとして，4月6日と4月23日をあげている．栗

原8）は，月日別累年平均値から特異状態を選び出し，こ

れの地理的分布を研究した．

　以上述べたものは，すべて太陽暦日上のシンギュラリ

ティーである．ところで，明治初年まではわが国は太陰

暦を使用していだが，それ以前の，年中行事や神社・仏

閣の祭例に伴う行楽と関連して，雨の降り易いとか，降

りにくい日に気付かれたものもあった．そのうち太陰暦

3月15日の東京の天気について調べてみた．

　この他にも，太陰暦を用いた行事などに対応したシン

ギュラリティーがあってもよさそうに思うが，別の日付

けにも調べてみようとする人の参考にもなろう．なお，

太陰暦を使用したシンギュラリティーの原因の一部とし

て，海水の潮せきを考えた．この方面の専問学者の批判

が得られれば幸である．

　2．　太陰暦5月15日前後，東京の天気日数

　柄井川柳が前句付を集めた柳多留によると9）

　　梅若の地代ハ宵に定マらす　　初2才

　　十五日梅若の方かきくもり　　二〇31ウ

　とあり，2句とも江戸隈田川のほとり木母寺で　毎年

3月15日に行なわれた梅若忌のことであって，当日は例

年のように雨が降り易く，これを「梅若の涙雨」といっ

たのを読んでいる．

　はたして，太陰暦3月15日に雨が降り易いかどうか，

東京都気候表にのつている1890年（明治22年）から1956

年（昭和30年）の資料によって調べてみることにする．

　まず，太陽暦を太陰暦に直す方法としては，1890年以

後の神宮暦から，明治以前の暦法によって，春分を含む

暦月を2月，夏至を含む暦月を5月とし，・中気を含まな

い暦月を閏月と決め，3月を決定した．つぎに暦日は，

朔を含む日を1日と「し，10日から20日を決めた．

　ここで使用した1890年以降の神宮暦は，中央標準時

（東経135度における）が使ってあるが，以前は京都地

方時を採用しており，閏月を置くのに違いが出る場合が

ある．しかし，ここに使用した67年間のうちに，もし含

まれたとしてもせいぜい1回であろうから，全資料から

みれば数はきわめて少なく，地方時からくる閏月の誤差

は吟味しないことにする．

　以上のようにして決めた各暦日における天気回数は第

1表のようになる．

第1表　日付別天気回数（東京，1890～1956年）
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＊率広島地方気象台．A．Yoshimochi－1960年5月

　10目受理．
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　ここで雨は日量1．Omm≦のあったもの，曇は日平

均雲量7．5以上，晴は7．4以下のものをいう．

第1表をみると，雨天の多いのは15日ではなくて，む

黙天気”　7．5．
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iしろ13日になっている。これについてぽあとで述べる．

　そこで，10日および11日の20回と，1日おいた13日の

』30回に有意な差があるかどうか，出現確率の差の検定を

・行なう．気象統計懇話会編，統計解折図表10）を使用する

、と，10日および11日の雨天率は，20／67＝29．9（％）で，

　　　　　　　　3月15目

第1図各暦日における，高低気圧を示す図
　○は高気圧，　●は低気圧をあらわす．

、1960年5月

60％の信頼上限は0．379113日は30／67＝44．8（％）で信

頼下限は0．371，したがって，この差は危険率4％以下

で有意になる．

　3・貞享（じょうきょう）改暦の影響

　前に述べたように，梅若忌の行なわれた3月15日より

も，むしろ13日のほうが，かえって雨が降りやすい．

　これは約300年くらい昔に比べて，現在は経年変化に

より特異日がずれたのではなかろうかと考えることもで

きようが，しかし筆老は，改暦による影響であるとした

い．

　すなわち，1680年以前に，それまで823年も長く使用

していた宜明暦は，徳川時代の初れごろ，暦日は実際の

天象と2日以上遅れていたので，安井春海が1685年（貞

享2年）改暦を行なった．

　そうすれば，宣明暦で15日とあるは，実は新しい貞享

暦の13日になるので，第1表の事実とうまくあってい

15
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る．

　前に述べた川柳の甲句は，1761年（宝暦11年）版行の

万句合にのったものであり，貞享改暦からすでに77年た

っているが，長い間かかって固定した「涙雨」は，マス

コミの発達した20世紀と違って，そのまま信じられてお

り，以前からい㌧伝え，語り継がれた特異日は残ってお

り，さらに5年たった1766年（明和2年）柳多留初編が

版行されるときにも，俗信にいうおもしろみをとって載

せたものであろう．

　4・　太陰暦5月15日前後の高低気圧の位置

　どうして，太陰暦3月13日に雨が降り易いのか，機構

を調べるために，その前後の高低気圧の位置を日付けご

とに地図上に記入したのが第1図である．

　1941年～1948年の18年間，中央気象台印刷天気図から

とってある．これは，印天の時間の違いによって，午前

3時，6時および9時の位置がまじっていることを了承

されたい．

　第1図にみるように，あまり良い結果は得られない

が，11日に本州中部や揚子江下流にあった高気圧は，東

北東に移り，翌12日には三陸沖および日本海南部にあっ

て，そのあとに出てきた低気圧は13日には九州西方海上

に達し，本州南岸には気圧の谷ができている．「しかして

14日には西方から高気圧が移動して，前よりも北偏して

通るので11日よりも少し悪天になる．15日には再び西方

に低気圧がみえている．

　原因はわからないが，太陰暦をとってみても，ある特

定な日に，高低気圧の現われる場所が決まるものがある

らしい．

　5．　潮せきとの関係の考察

　すでに，望の前後は雲量が多くなり易く，気温も低い

という報告がある．間野11）は望の前後の天気日数を調べ

曇る傾向が強いとした．また伊集院12）によれば，望の日

を中心として3日間の気温は，それを含む1週間の日平

均気温に比べて低いとしている．

　藤原ら13）は，気圧が月の引力の影響を受けるとして，

朔望月，近点月および交点月のそれぞれの週期から，気

圧の振幅を求め，それを合成した気圧偏差の分布は，天

気図上の気圧配置に似る機会が多く，これの天気予報に

応用することを述べた．太陰暦の，それぞれの日付けに

っいて，気圧偏差を求めれば，第1図の高低気圧分布と

対応があるかも知れないが，ここではこの点にはふれな

いことにする．

　宮西の一連の研究14）によると，海水の温度，海上およ

16

び干潟の気温干潮の時刻および風向と，不知火の強さ

が関係するらしい．したがって俗にいう八朔，つまり太

陰暦8月1日が不知火現雰の現われるのに都合がよい．

太陰暦3月15日の東京霊岸島の満潮時をとってみると，

満潮は3時～4時と15時～16時，干潮は9時～10時と21

時～22時前後となっている．この時刻は，陸上の気温の

日変化と，（1晦面の昇降による気温変化，（2晦岸線の移

動，（3）海面の昇降による気流の変化などと，お互に関係

し合って，下層大気の成層安定度に変化をもたらすのに

都合のよいものと考えたい．

　すなわち，気圧配置によっては，日出没前後における

天気変化が顕著に現われ，たとえば朝雨現i象があるよう

に，太陰暦3月13日ごろは，日本付近の干潮は年間を通

じて海面の最も低いときであるから，夜間冷却によって

下層に生じた逆転層の下では，日の出とともに日射によ

る小規模の対流が生じ，9時～10時ごろまでが最大とな

る．これは，引き潮と重なって，海岸地方では海水面が

下がり，夜間冷い海水におおわれた遠浅の海岸も，海岸

線もはるかに伸びると，日射により暖かくなり，対流を

助長するように働くのではあるまいか．そして雲が生

じ，ついには降水をもたらすようになる．

　実際に，いわゆる朝雨があるかどうか，太陰暦3月13

日の雨の降り初めの時刻をみればよかろうが，筆老の手

もとに資料がないので，こ・での験証は不可能である．

　地上気温は，地面上150cmくらいのところで，固定

して観測することになっているが，海岸の近くでは，（11

の海面の昇降によって違いがあるかも知れない「し，（2）海

岸線の移動も関係しているらしいが，この方面の研究は

筆者は寡聞にして知らない．海水の潮せきと，下層大気

の対流との関係があるかどうか，今後研究をまちたい．

　山田15）によると，山口県宇部市付近の送電線の潮風ま

たは濃霧による事故は，すべて満月かその数日後である

という．干満潮による海岸線の移動は，海岸の形が変化

し，いそ波による海水の飛まつ発生にとって難易が生

じ，空中へ運ばれ蒸発するのに，日射有無の時間と関係

して，海塩粒の空中に存在するのに好都合な時期がある

に違いない．

　このようにして生じた海塩粒は，雨滴を生ずる際の凝

結核として作用するとすれぱ，雨の降り易いのは月令や

朔望と関係してもよさそうに思える．

　6．　む　　す　　び

　太陰暦3月15日の東京は，雨が降り易いといういい伝

えがあるので，統計的に天気日数を調べたところ，15日

寒天気”　7．5．
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より，かえって13日のほうが多いことがわかった．これ

は改暦のためである．

　このころは移動性高気圧が去ったあと，低気圧が近づ

き，本州の南岸沿いに低圧部ができ易いためとわかっ

た．

　海水の潮せきとの関係についても述べたが，資料は何

もないので結論はささし控え，問題を出しただけにとど

めたい．

　この小論をまとめるにあたって，暦法に関して岩崎三

雄，上田君雄の両氏に，改暦については遠藤二郎氏にお

教えいただいた．また，いろいろ検討していただき，有

益な助言をしていただいた広島地方気象台の同僚，先輩

の諸兄および一読くださた藤本成男氏にお礼申し上げ

る．
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［雲　鏡］ 研究　と　現業

　最近相次いで本邦に大きな被害を起している台風，特

に伊勢湾台風の大きな惨禍などが大きくとりあげられ，

台風研究部が設立された．近くはチリー沖地震に起因す

る本邦太平洋岸の津波災害に関「して津波予報批判が起り

地震津波の研究に拍車がかけられる雰囲気になってい

る．毎年のように本邦のどこかで大きな気象災害が起る

たびに研究部門の強化が叫ばれるが，現業の第一級業務

の体制についてそれ程，強い要望が起きてないように思

われるが，これはどうしたわけだろうか，気象学は必ずし

も予報を目的とするものでないが，その予知ができない

かぎり，現象の本質を掴んだということはできず，この

面での研究の強化は当然，異論のないところだが，この

面のみの強化を急ぐあまり，第一線たる現業勤務の質，

量，両面の強化を軽視するようなことがあってはならな

い．研究者の研究業績はとかくはなやかな脚光をあびる

機会にめぐまれているが，第一級の技術者が多年の知識

と技術をもとにして，毎日注意報，警報の適切有効な発

表のため払っている地味な不断の努力に対してどれ程の

1960年5月

予報課　大　塚龍　蔵

評価が行なわれて来たろうか，とくに最近のように相次

ぐ気象災害の多発にきぴしい社会の批判を絶えず受けな

がら，日夜，業務に従事している現業部門の現状の改善

のため多くの努力が注がれるべきだと思う．今一つの問

題点は，最近，数値予報の発展にともなってとかく在来

の実地知識と経験が軽視されるような傾向にあることで

ある．多年の知識をもとにした経験は，それが基礎的な

気象学の知識と対比検討されて得られたものである以

上，それは立派な技術であり，この技術の裏付けをもと

にした感は単なる感とは違うことは言うまでもない．と

くに空間的にも時間的にも複雑な変化を示す局地予報を

社会の増大する要求に合せてその精度をあげてゆくには

現在の数値予報方式では一定の限界があるように思う．

藤原博士は学理の研究者も気象の実際に基礎をおくため

多くの目視観測，器械観測のデータを基礎とした現業実

地業務に習熟しておくことの必要なことを強調してい

る．理論と実地，研究部門と現業部門の均こうのとれた

対策こそ気象業務の大きな前進を促すものである．
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